
令和８年１０月３０日

近畿農政局生産部園芸特産課

【１１月の見通し】

１.入荷量の見通し

２.卸売価格の見通し

（参考）　１１月の入荷量と卸売価格の見通し

前月
比較

前年
比較

平年
比較

前月
比較

前年
比較

平年
比較

だいこん ➘ ➘ ➘ = ⇗ ⇗ 長崎(25) 和歌山(11) 千葉(11) 石川(10) 北海道(10) 徳島(10)　

にんじん ➘ = ➘ ⇗ ➘ = 北海道(52)　長崎(29)

はくさい ⇗ = = ➘ ⇗ ⇗ 茨城(64)　長野(27)

キャベツ ➘ = = = ⇗ ⇗ 愛知(58)　茨城(18)　長野(13)

ほうれんそう ⇗ = ➘ ➘ = ⇗ 岐阜(49)　福岡(23)　徳島(12)

ねぎ（白） = = = ⇗ = ⇗ 長野(32)　群馬(19)　鳥取(16)　北海道(12)

ねぎ（青） ⇗ = = ➘ ⇗ ⇗ 香川(27)　徳島(19)　鳥取(13)　三重(9)

ブロッコリー ⇗ = = = = ⇗ 徳島(48)　香川(16)　鳥取(14)

レタス ➘ ➘ ➘ ➘ ⇗ ⇗ 茨城(46)　兵庫(36)

きゅうり ➘ = ➘ = ➘ ⇗ 宮崎(41)　高知(27)

なす ➘ ⇗ = = = = 高知(43)　熊本(26)　福岡(17)

普通トマト ➘ ⇗ = = ➘ = 熊本(50)　岐阜(19)

ピーマン ➘ = = = = ⇗ 宮崎(36)　高知(24)　鹿児島(20)

ばれいしょ ➘ = = ⇗ ➘ = 北海道(96)

たまねぎ = ⇗ = = ➘ ➘ 北海道(71)　兵庫(20)　

計 ➘ = = = = ⇗

注  １　入荷量と卸売価格の表し方

対比率

111％以上

90％～110％

89％以下➘ 少ない 安  い

　　２　平年とは過去５カ年の平均値である。

    ３　この資料の内容は、令和８年１０月２２日現在で見込んだものであり、今後の気象条件の変化等により変動があり得る。

－1－

⇗ 多  い 高  い

= 並　み 並　み

品目

入　　荷　　量 価　　　　　格

（参考）前年１１月の主産地シェア（％）

符　号 入荷量 卸売価格

野菜の入荷量と卸売価格の見通し

（令和８年１１月、大阪市中央卸売市場）

　１１月の主要野菜（１５品目）は、北海道、関東地域、中部地域、東海地域、近畿地域、四国地域、九州地域産の入荷が主体と
なり、主要野菜全体の入荷量は、前月を下回り、前年及び平年と同等の入荷が見込まれる。
　・入荷量が平年を下回ると見込まれるのは、だいこん、にんじん、ほうれんそう、レタス、きゅうりの５品目である。

　このような入荷状況のもとで、１１月の主要野菜全体の価格は、前月及び前年と同等であるものの、平年を上回る価格が見込ま
れる。
　・価格が平年を上回ると見込まれるのは、だいこん、はくさい、キャベツ、ほうれんそう、ねぎ（白）、ねぎ（青）、ブロッコ
　　リー、レタス、きゅうり、ピーマンの１０品目である。
　・価格が平年を下回ると見込まれるのは、たまねぎの１品目である。


